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第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期
第１四半期
連結累計期間

第50期
第１四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 7,404,249 6,278,270 33,640,178

経常利益 (千円) 757,144 396,395 3,387,055

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 534,872 247,482 2,198,583

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 634,259 254,538 2,496,442

純資産額 (千円) 16,663,225 18,122,962 18,368,983

総資産額 (千円) 30,225,482 33,085,005 33,832,335

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 17.10 7.91 70.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.15 54.73 54.19
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】
　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の底堅さを背景に鉱工業生産の増加基調は続いておりま

すが、人件費や原材料費の上昇を受けて企業収益の改善ペースが低下し、また、実質所得の伸び悩みや天候不順の

影響などから個人消費の伸びも鈍化するなど、景気回復のペースが緩やかになっております。今後の景気動向につ

いては、引き続き緩やかながらも景気回復が続くものと期待されますが、企業収益の伸びの低下や、一部の国・地

域における政治情勢や通商問題、金融資本市場の変動等によっては景気が下振れするリスクもあり、それらの動

向・影響等について留意を要する状況にあります。

当社グループの属する土木業界につきましては、公共投資は底堅く推移し、インフラ関連投資も引き続き一定規

模の投資が見込まれる情勢にあり、安定した事業環境が続いています。しかしながら、競合他社の能力増強に加

え、建設技能労働者及び輸送従事労働者は依然不足傾向にあり、先行きについては予断を許さない状況が続いてい

ます。

このような状況下、当社グループは、新規物件の確実な受注を努めるとともに、全工場の稼働率最大化を目指し

た全社生産調整による工場間の連携強化、徹底した原価低減への取組みなどにより収益力向上に努めてまいりまし

た。今後も、営業力、製造力、商品力からなる事業力の更なる向上と、人材、品質、安全、環境、コンプライアン

スなどの事業基盤の整備を通じて総合競争力を強化するとともに、安定した収益構造の構築を図ってまいります

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は、次のとおりであります。

　

a.　財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ７億47百万円減少し、330億85百万円となり

ました。これは主に、売上債権の減少（38億32百万円）の減少要因と、現金及び預金の増加（３億13百万円）、

たな卸資産の増加（12億78百万円）、未収入金の増加（15億41百万円）等の増加要因を加減算したことによるも

のであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ５億１百万円減少し、149億62百万円となりま

した。これは主に、支払手形及び買掛金の減少（８億17百万円）、未払法人税等の減少（６億15百万円）等の減

少要因と、長短借入金の増加（８億30百万円）の増加要因を加減算したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度に比べ２億46百万円減少し、181億22百万円となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益２億47百万円を計上した一方で、剰余金の配当により５

億円減少したことによるものであります。

 

b.　経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高62億78百万円（前年同期比15.2％減）、営業利益３億95百万

円（前年同期比47.5％減）、経常利益３億96百万円（前年同期比47.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利

益２億47百万円（前年同期比53.7％減）となり、前年同期比で減収減益となりました。これらは主に、大型案件

の売上計上時期の違いによるものであります。
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(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、47百万円であります。

 

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因

当社グループの主力製品であるセグメント製品(トンネルの構造部材)及びＲＣ土木製品の大半は、公共工事に使

用されます。公共工事投資の動向は、日本政府及び地方自治体の政策によって決定されるものであり、当社グルー

プの業績は、公共工事投資動向により影響を受ける可能性があります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 56,800,000

計 56,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,530,000 31,530,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数
100株

計 31,530,000 31,530,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当する事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当する事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当する事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 31,530,000 ― 3,352,250 ―
2,868,896
(注)

 

(注) 提出会社の個別上の資本準備金残高であります。

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 245,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,283,800
 

312,838 ―

単元未満株式 普通株式 1,200
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 31,530,000 ― ―

総株主の議決権 ― 312,838 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数50個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式33株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式) 東京都文京区小石川
一丁目28番1号

245,000 ― 245,000 0.78
ジオスター株式会社

計 ― 245,000 ― 245,000 0.78
 

(注) 平成30年６月30日現在の当社保有の自己株式数は245,033株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当する事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 852,201 1,165,872

  預け金 998,831 1,021,966

  受取手形及び売掛金 8,744,614 4,912,074

  商品及び製品 3,723,685 4,658,776

  仕掛品 2,975,818 3,478,163

  原材料及び貯蔵品 1,672,061 1,512,875

  未収入金 3,617,537 5,158,887

  その他 287,136 389,130

  流動資産合計 22,871,885 22,297,747

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,220,916 2,241,151

   機械装置及び運搬具（純額） 2,666,166 2,506,333

   土地 4,212,880 4,249,798

   その他（純額） 385,123 288,056

   有形固定資産合計 9,485,086 9,285,340

  無形固定資産 94,856 105,798

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,208,051 1,225,885

   その他 189,057 186,835

   貸倒引当金 △16,602 △16,602

   投資その他の資産合計 1,380,507 1,396,119

  固定資産合計 10,960,449 10,787,258

 資産合計 33,832,335 33,085,005
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  5,738,044 ※  4,920,269

  短期借入金 3,818,632 3,648,803

  未払法人税等 797,585 182,485

  未払消費税等 124,201 31,572

  未払金 2,330,633 2,157,182

  賞与引当金 537,598 264,133

  受注損失引当金 4,267 -

  その他 ※  1,276,895 ※  1,950,045

  流動負債合計 14,627,860 13,154,491

 固定負債   

  長期借入金 200,000 1,200,000

  役員退職慰労引当金 108,145 94,194

  退職給付に係る負債 398,730 377,196

  資産除去債務 88,728 88,812

  その他 39,886 47,348

  固定負債合計 835,492 1,807,551

 負債合計 15,463,352 14,962,043

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,352,250 3,352,250

  資本剰余金 4,384,580 4,384,580

  利益剰余金 10,301,419 10,048,343

  自己株式 △28,670 △28,670

  株主資本合計 18,009,579 17,756,503

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 490,632 503,005

  為替換算調整勘定 △46,631 △39,558

  退職給付に係る調整累計額 △120,748 △113,526

  その他の包括利益累計額合計 323,251 349,920

 非支配株主持分 36,151 16,538

 純資産合計 18,368,983 18,122,962

負債純資産合計 33,832,335 33,085,005
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 7,404,249 6,278,270

売上原価 5,767,276 5,048,065

売上総利益 1,636,973 1,230,204

販売費及び一般管理費 882,840 834,643

営業利益 754,133 395,561

営業外収益   

 受取利息 163 135

 受取配当金 5,198 6,039

 固定資産売却益 - 1,738

 その他 4,207 467

 営業外収益合計 9,568 8,380

営業外費用   

 支払利息 4,914 5,661

 為替差損 - 1,541

 その他 1,641 343

 営業外費用合計 6,556 7,546

経常利益 757,144 396,395

特別利益   

 固定資産売却益 753 316

 特別利益合計 753 316

特別損失   

 固定資産除売却損 2,358 1,619

 特別損失合計 2,358 1,619

税金等調整前四半期純利益 755,540 395,092

法人税等 222,354 174,017

四半期純利益 533,185 221,074

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,686 △26,408

親会社株主に帰属する四半期純利益 534,872 247,482
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 533,185 221,074

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 100,935 12,373

 為替換算調整勘定 △8,705 13,868

 退職給付に係る調整額 8,844 7,222

 その他の包括利益合計 101,074 33,464

四半期包括利益 634,259 254,538

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 640,211 274,151

 非支配株主に係る四半期包括利益 △5,951 △19,613
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、主として当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

支払手形 142,094千円 136,833千円

設備関係支払手形(流動負債その他) 17,400 17,871
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

       前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

　　　　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に売上が集中しているため、第１

四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著

しく多くなるといった季節的変動がありますが、前第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度及び当第１四半

期連結会計期間を含む連結会計年度は、当該季節的変動の影響を受けにくくなっております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 301,929千円 325,872千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 422,347 13.5 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日
定時株主総会

普通株式 500,559 16.0 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社グループは、土木事業の単一セグメントであり、重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益 17円10銭 ７円91銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 534,872 247,482

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益(千円)
534,872 247,482

    普通株式の期中平均株式数(株) 31,284,967 31,284,967
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当する事項はありません。
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２ 【その他】

該当する事項はありません。

 

EDINET提出書類

ジオスター株式会社(E01206)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月10日

ジオスター株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　島   祥   朗 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 新　　村   　　　久 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジオスター株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジオスター株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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